






要約 

 ラットの幼若期,成熟期,老齢期で血管鋳型を,樹脂鋳型法により作成し,小型走査型電子

顕微鏡で観察した。幼若期に於ては血管系は整然として,細かく,密度も比較的高い。成熟

期になると太い血管が現われるが,血管系の密度は低下し,低酸素分圧を作るのに適当な状

態になるものと思われた。老齢期に入ると太い血管の他に,毛細管にかなりの強い乱れを生

じ,脆くなってしまうことを示した。これは老化現象の一つの変化と思われる。50 日齢で

片側睾丸を停留させた場合の変化は昨年度の研究に於て発表したが,本年はその場合の健

側睾丸の状態を検索したが,これにも睾丸の肥大に比べて,なおかつ毛細血管の網状構造が

正常よりも発達していることを示した。このことは低酸素分圧を作る上に於てあるいは障

害となり得ることを本研究から示唆した。 


